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1941. 平穏雄大な瀬戸内海を眺めながら 

今日の瀬戸内海はとりわけ穏やかだ。風が強くなく、静かな波が岸辺に寄せては返す。 

岸辺に打ち寄せる波は、一つとして同じものがない。一回限りの波が延々と岸に打ち寄せる姿を眺

めていると、どこか感慨深いものがある。 

波は一回限りの現象でもあり、同時にそれは永遠を体現している。それはどこか、人間の一生と同

じであるように思える。 

今私は、たった一回限りの一つの波が永遠のものとして存在していることの奇跡を目の当たりにし

ている。今日のように晴天に恵まれると、バルコニーから瀬戸内海を眺めた際には四国が見えるこ

とがある。外は少し冷えるため、今は食卓の開放的な窓から瀬戸内海を眺めている。四国の姿がうっ

すらと地平線の向こう側に見える。 

一艘の舟が岸から沖へと向かっていく姿を先ほど見た。きっと釣りにでも出かけるのだろう。沖へ沖

へと向かっていく舟を眺めながら、どこかヘミングウェイの小説作品を思い出した。また、父は引退

をしたら小さな舟を新たに購入すると述べていたことも思い出した。引退後、室内では創作活動と

読書に打ち込み、時折瀬戸内海へ船で釣りへ出かける父の生活は、きっと充実感に満ちたもので

あり、幸福なものになるだろう。 

すでに私は似たような生活をしているかもしれないが、大自然と毎日触れ合う機会というのは、今後

の私の人生においてしばらくないかもしれない。そのように考えると、今目の前に映っている穏やか

な瀬戸内海を思うままに船上で味わうことができるというのは、本当に恵まれていると思う。 

雄大な瀬戸内海を眺めていると、それがどんな絵画の名作よりも美しいものであることがわかってく

る。見ていて全く飽きることのない景色。見れば見るほどに、心が浄化され、寛大な気持ちにさせて

くれるこの眺め。耳を澄ませてみれば、波が岸辺に打ち寄せる音を聞くことができる。 

昼食を摂り終え、これからまた読書に取り掛かり、実家にある電子ピアノを用いながら作曲理論の学

習を進めていこうと思う。ちょうど母は今、友人と共にピアノ教室に通っており、電子ピアノを自由に
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使うことができる。仲の良い友人とピアノ教室に行き、その後に反省会を兼ねてランチを共にしてく

るそうだ。何かしらの実践を継続させていく際に、実践仲間を持つことはとても大事だろう。小さくて

も実践コミュニティーを持ち、長きにわたって実践を続けていくのは、まさにサンガの意義だと言え

る。私は、学術研究においてはサンガを持っているが、作曲実践に関してはまだサンガを持ててい

ないことに気づく。 

波の音に耳を傾け、平穏雄大な瀬戸内海をぼんやりと眺めていると、いつかきっと作曲に関しても、

世界のどこかにいる良き実践仲間と出会えるような気がしてくる。2017/12/28（木）12:51 

No.586: Departure and Approach 

While I was reading a book about counterpoint that is written by Joseph Fux, I noticed that I was 

esurient of the English symbolic world. It has passed more than two weeks since I came back to 

Japan. During my winter holidays, I could leave from the conceptual sphere constructed in 

English. This vacation gave me the opportunity to depart from English and approach the core of 

the English symbolic world. I expect to restart my life in the Netherlands three days later. 11:09, 

Wednesday, 1/3/2018 

1942. 寺⽥寅彦全集と作曲実践より 

今日は随分と読書と作曲実践がはかどったように思う。実家に帰省してから三日が経ち、探究活動

のリズムを完全に掴んだようだ。日本に一時帰国してからの体調不良も完全に回復し、今は十分な

食事を取ることができている。 

今日の読書では、寺田寅彦の全集を三冊ほど読んだ。そのうちの二冊は日記形式のものであり、も

う一冊は随筆形式のものである。寺田氏の本業は物理学者であったが、日記の中の記述を見ると、

ニーチェ、ベルグソン、エマーソンなどの哲学者の書籍を熱心に読んでいたことがわかる。さらには、

ウィリアム・ジェイムズなどの心理学者の書籍も積極的に目を通していたことが日記から伺える。ま

ず最初に私が共感をしたのは、本業の物理学の領域を超えて、哲学的・心理学的な探究を寺田氏

が行っていたことである。 
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寺田氏の文章に思索の跡が滲んでいるのはおそらく、彼が思想的・心理的なものへの関心が強かっ

たからなのではないだろうか。読んでいる書物以外にも、寺田氏が芸術について造詣が深いことも

共感の念を私に抱かせた。とりわけ、寺田氏自身がヴァイオリンの演奏を趣味にしており、さらには

絵も描いていたという事実を日記を通じて初めて知った。日記や随筆の節々に、芸術によって涵養

された独特な感性のようなものを感じることができるのはそのためだろう。 

三冊の全集の中身に関して、いくつか印象に残っていることがあるが、特に「思想家の本当の腹の

底の考えは、かえってまとまらない断片の中に見出される」という言葉が強く記憶に残っている。私

が思想家の真の思想を汲み取ろうとする際に、いつも全く同じことを思う。思想家の思想を深く理解

しようと思う時に、実は彼らが執筆した専門書や論文よりも、日記を読んで初めて彼らの思想が理

解できることが多々ある。それはまさに、彼らの思想がまとまりの中に立ち現れるというよりも、断片

的に日々の日記の中に滲み出すからであろう。真の思想家にとって、日々の生活は思想の拠り所

となり、日記は思想の泉のありかとなる。 

午前と午後を通じて、作曲理論の学習を進めていた。ちょうど母が外出中に、電子ピアノの前に座

り、即興であれこれと音楽を作ることを行っていた。ふと鍵盤の左の方に目をやると、ピアノの音だ

けではなく、オルガンの音やヴァイオリンの音など、他の様々な楽器の音に変えられる機能があるこ

とに気づいた。さらに色々といじっていると、コーラスの音が出せることもわかった。どうも人間の声

には不思議な力が備わっているようであり、コーラスの音に設定して演奏をし始めた途端に、背筋

に音の波が駆け上がった。その体験は病み付きになり、私はその後しばらく電子ピアノの前にい

た。　 

この体験後、今後の作曲においては、比較的ゆったりとした速度であり、なおかつ人間が歌えそう

な曲であれば、ピアノの音ではなく、コーラスの音として表現してみるのもいいかもしれないと思い

ついた。このあたりも含め、年末から年始にかけて色々と実験を行いたい。2017/12/28（木）20:59 

No.587: Inspiration by Hokusai 

How can I compose music like Katsushika Hokusai’s paintings? I visited the Sumida Hokusai 

Museum two weeks ago. Unfortunately, I was so sick on that day that I could not concentrate on 

his works in detail, but I remember his paintings and his way of living inspired my artistic 
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soul. I’m thinking about the possibility and approach to embody Japanese tastes in my music. 

11:53, Wednesday, 1/3/2018 

1943. ゆったりとした金曜日の朝 

今朝は少しばかりゆったりと起床した。六時半頃に目覚め、自室から外の景色を眺めてみると、ま

だ日の出前であった。日本の夜明けはオランダよりも早い。これから穏やかな瀬戸内海の上に朝日

が照らされるだろう、という思いを持った。 

現在、時刻は早朝の八時近くとなり、すでに辺りは明るくなっている。昨日と同様に、今日の瀬戸内

海はとても穏やかだ。穏やかな表情の海を見ていると、こちらの気持ちまで穏やかになってくる。こ

れは人間に対しても当てはまるのではないかとふと思う。 

穏やかな人を見ていて穏やかになる気持ち。人間にはこのように、他者や自然から自ずと影響を受

けるような特質を持っているのだろう。逆に言えば、人間は人間に対して自ずと影響を与えうるとい

う特質を持っている。 

実家に帰省してからの四日目の朝。今日はどのように一日を過ごしていこうかと考える。 

午前中に三冊ほど和書を読み進めておきたい。読書の合間合間に作曲実践を織り込んでいく。 

早朝にお風呂に入っている時に、私はやはり書物を通じた探究活動を今後止めることはないだろう

と思った。とりわけ、哲学的な探究は必ず最後の日まで継続するような予感がする。 

当初の予定では、日本に戻ってきたら書籍を読むことから離れ、作曲実践のみに打ち込みたいと

思っていた。しかし蓋を開けてみると、一日の活動時間のうちの多くは書籍を読み、それをもとに文

章を書いている自分がいる。作曲はおよそ三時間ほど行い、その他の時間は何かしらの本を読み、

文章を書いている。日記と作曲だけを行いながら生活をしていくことは理想的ではあるが、それらの

実践を豊かにするための読書も欠かせないものだと改めて思う。 
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実家に帰ってきてからは、不思議と和書だけしか読んでいない。それほどまでに、実家には私の関

心を引く多くの和書が置いてあるということなのかもしれない。今日も多くの和書を読み、それに並

行して、着実に作曲理論の学習を進めたい。2017/12/29（金）08:10 

No.588: Deplorable but Inevitable Decision 

Perhaps, this may be my last chance to come back to my hometown for some reasons. The 

decision makes me feel a little bit deplorable, but it would be necessary for our life. It sometimes 

happens in our life, and we must accept the lamentable decision. It is very disconsolate, but I 

have to accept it, considering that such a decision is sometimes inevitable in our life. 20:28, 

Wednesday, 1/3/2018 

1944. 椅子とAIアレクサ 

普段バランスボールに座って仕事をしているためか、普通の椅子に長時間座ることがかなり苦痛に

なっている。というよりもむしろ、普通の椅子というのは元々身体に大きな負担がかかるのではない

かということが改めてわかる。よほど特注モノの椅子でない限り、長時間椅子に座って仕事をするこ

とは身体にとって害悪となるだろう。そして、それは身体的な負担のみならず、精神的な負担ともな

る。 

実家に帰ってきてからの自己を観察してみると、やはり普通の椅子に座っていると集中力がかなり

落ちる。普段バランスボールの上に座りながら仕事をしている時は背筋も伸び、高い集中力が保ち

やすい。そうした気づきから、今は立って本を読んだり、文章を書いたりしている。立つことによって

背筋が伸び、集中力が増したように思う。立ったまま書籍を読んだり、文章を書いたりしている最中

に、身体を脱力させるエクササイズなどを挟んでいる。それもまた心身ともに良い影響をもたらして

いるように思う。 

今日は午前中に二冊ほど書籍を読み、その合間に作曲理論の学習を進めた。作曲理論に関する

自分の学習段階を観察してみると、まだ一つ一つの部分を確立する段階にあることがわかる。まさ

に今の私は、メロディ、ハーモニー、対位法、コード理論などを別々に学んでいる最中である。それ
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らをまずは別々に学習することを通じて、一つ一つの部分の理解を深めていく。そして、その過程

の中で、絶えずそれらの部分の組み合わせを意識するように学習を進めている。 

学習を進める際に、カート・フィッシャーのダイナミックスキル理論は有益な見取り図を提供してくれ

る。フィッシャーが提唱したスキル尺度に照らし合わせながら、自分が今どのような学習段階にいる

のかを見極め、次にどのような段階に至るのかを考えながら学習を進めていくと、真に身になる学

習が実現されていく。 

一つの点を作っていく段階は、能力の基盤作りの段階であり、その実践は地道なものだが、ここを

避けて通ることはできない。堅牢な土台をゆっくりと時間をかけて構築していき、ここから徐々に線

や面を構築していく。一つの曲はまさに、複数の点が集まった線や面なのである。 

台所の方に耳をやると、父が料理を作っている音が聞こえる。普段料理を作っている母に代わり、

年末年始にかけて父が創作料理を作ってくれるそうだ。これは毎年の恒例であり、手の込んだ父の

料理は、見た目も味も見事である。 

アマゾンが開発したAIアシスタントのアレクサに父が話しかけている。どうやら最近購入したものらし

い。アレクサに話しかければ、天気予報を教えてくたり、様々な音楽をかけてくれる。さらには洒落

まで言えるそうだ。先ほどまで流れていたジャズではなく、今度はピアノ曲に変わった。父がアレク

サにそのように話しかけたのだろう。 

実家に戻ってくるたびに、最新のテクノロジーが増えていることに驚く。まさか実家にAIが置かれる

ようになるとは思ってもみなかった。 

外側の世界の進歩は極めて早い。こうした社会に生きているからこそ、内面生活はゆったりとした落

ち着きのあるものにしたいものだ。山口県光市：2017/12/29（金）16:51 

No.589: Endeavor to Cut Off the Vicious Developmental Cycle 

I realized that I have been exposed to ambivalent polarities since I was young. Although they 

might have facilitated my growth, I notice that they distorted my developmental processes. The 

more I have developed in a certain domain, the more I impeded development in another particular 
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domain. I have to cut off the vicious developmental cycle now for my posterity. That is all I have 

to do in my life. Hikari, Yamaguchi, 20:55, Wednesday, 1/3/2018 

1945. 芸術、そして生きることについて 

今夜は最後にもう一つだけ日記を書き留めておきたい。一人の人間として、日々を真摯に生きると

いうこと、人間らしく生きることに関係することを書き留めておきたいと思う。 

時刻は九時半を迎え、自室から見える景色は月も見えず真っ暗となった。今日は夕食時に家族三

人で様々な話をした。 

今夜の夕食は、我が家が小さなレストランに化したようであった。というのも、父が昨夜からの丹念な

仕込みをもとに手料理を振る舞ってくれ、盛り付けの皿から料理を含め、雰囲気までもがレストラン

にいるかのようであった。 

AIのアレクサにピアノ曲をお願いすると、ディナーに合うような曲が流れ始めた。素晴らしい料理と

音楽の双方に感謝しながら、家族三人で様々な話題について話をしていた。 

実は、私は今回の帰省に際して父に聞いてみたかったことがある。それは、創作活動に関するもの

だ。これまでの日記で書いていたかもしれないが、父はちょうど私が作曲を志したのと同じぐらいの

年齢の時に絵画を描き始めた。会社員をしていた父が絵画に開眼したのと同じ時期に、私も作曲

に目覚めたのである。 

最初はそのことを意識していなかったのだが、ふと私は自分が作曲を始めた年齢と父が絵画を描き

始めた年齢を重ねるようになった。絵画を始めたきっかけや経緯についてはこれまで何度も話を聞

いていたため、今回はどのようにして絵画の制作技術を高めていったのかについて話を聞いてみ

ようと思っていた。 

確かに、父は幼少の頃から手が器用であり、絵画を描く素質のようなものはあったのだと思う。だが、

芸術大学を出ているわけでもなく、絵画に関する特殊な教育を受けているわけではない。そんな父
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が会社員をしながら、絵画を通じて賞を取るほどにもなったプロセスについて大きな関心があった

のである。それは作曲を始めた今の私にとって、ある意味切実な関心であった。 

話を聞くと、父も独学で絵画の勉強を始め、とにかく実践を通じて絵画の技術を高めていったことを

改めて知った。しかし、それ以上に重要なことを父から学んだ。それは一人の人間が芸術活動を営

む根幹に関するものである。それについてはここでは詳しく書かない。なぜなら、それはここで文章

として直接的に書かれるようなものではなく、自らの創作行為の中に滲み出していくことを本質とす

るものだからである。 

仮にその断片を書き留めておくならば、それは表現者が持つ思想や意志の重要性だと言える。表

現行為や創作行為をするために、理論や技術は当然ながら必要である。だが、そもそも表現行為

や創作行為の本当の意義・役割とは何だろうか？それを父から問われたように思う。 

表現することや創作することに技術は必要なのだ。しかし、最も重要なことは他にある。それが何か

については、私は自分の日記を通じて、何度も何度も形を変えて書き続けている。そのため、ここ

ではそれを明示的に述べない。それを述べた瞬間に、何か大切なものがこぼれ落ちてしまいそうな

のだ。だからあえて言葉にしない。この文章の行間にそれらが滲み出ていれば幸いだ。 

人はよく、「自分には表現行為や創作行為などできない」と嘆く。文章の執筆、絵画の制作、ピアノ

演奏、作曲、スポーツ。何でもいい。 

人は諸々の理由を挙げて、自分には表現行為や創作行為などできないと述べる。そうした言葉を

の背景には、おそらく、多くの人がまだ自分だけにしかできない表現行為や創作行為を見つけるこ

とができていないのだと思う。 

私は、人の命が固有であるのと同様に、一人の人間にはその人固有の表現行為や創作行為があ

ると思うのだ。人はそれをするために、この世に生を受けている、とすら思う。しかも、その表現行為

や創作行為は、一人の人間の閉じられた世界で完結しない。その人固有の表現行為や創作行為

が他者の人生と交差した瞬間に、その行為は真の意味で普遍的なものになる。それが芸術であり、

それがこの世界で生きることなのではないだろうか。山口県光市：2017/12/29（金）21:52 
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No.590: Necessity to Overcome “Recidivism” 

I remember that it occurred before in my life. It may be almost impossible to change human 

temperaments. Humans may be an inherent recidivist to commit a grievous mistake in an 

unconscious manner that they actually want to avoid in their mind. I’m thinking about why it 

happened again. In other words, I’m contemplating upon the deep root of the repetitive issue. 

Hikari, Yamaguchi, 21:08, Wednesday, 1/3/2018 

1946. 宿命 

気づけば今日は、一日中リストのピアノ曲を聞いていた。いつもはこの時間帯はすでに就寝してい

るが、今日はまだ文章をもう少しだけ書き留めておきたい。 

先ほどの夕食中に父から話を聞くことによって、作曲に関してまた新たな方向性が見えてきた。そ

れは以前から自分の心眼に捉えられていたものではあったが、父の言葉のおかげでそれがより明

瞭なものになった。 

私はここから一歩一歩進んでいくだろう。誰のために進むのか？それは自分のためでも他者のた

めでもない。人間のために進むのだ。 

私がなす日々の表現行為や創作行為は、もはや自他のためではない。自他を含み、自他を超えた

意味での人間のためになされていく。自分のために行う表現行為や創作行為ほど独断的なものは

なく、「他者のために」と述べる表現行為や創作行為ほど偽善的なものはない。私は、自分のため

でも他者のためでもなく、それらを超越した、「人間」のために日々の行為に従事したい。 

人は意味を構築することを絶えず宿命づけられている。これは発達理論の世界ではよく言われるこ

とである。私は最近、人は意味のみならず、表現することや創作することを宿命づけられているので

はないかと思うのだ。 

ちょうど先日、大学のキャンパスから自宅に向かって歩いて戻っている最中に、人々は絶えず自分

固有の表現行為と創作行為に従事しながら生きている、ということをある種の啓示的気づきとして得
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た。各人の表現行為と創作行為の種類と大小は異なっていて当然である。それらは一切問題にな

らない。重要なことは、私たちがそれらの行為に従事する宿命を背負っているということだ。 

「宿命」という言葉の響きはやや重たいだろうか。そうかもしれない。だが、よくよく考えて欲しいこと

がある。それは一人の人間の表現行為や創作行為の固有性を考えたとき、それはその人の人生と

同様のものとみなすことができるのではないか、ということである。 

何度も、何度も言いたいと思う。私たちの表現行為や創作行為は、私たち自身の固有の魂から生

み出されるものなのだ。魂から生み出されるものは、ある意味、生命の重さを必然的に宿す。そして、

一つ一つの表現行為や創作行為は、そうした命がこの世界に通った証、つまり人生に他ならない

のではないだろうか。 

一人の人間の固有の人生と命に重さがあり、私たちは日々それを携えて毎日を真摯に生きようとし

ている。それを形容するのに、「宿命」という重い響きを持つ言葉がふさわしいように私には思える。 

自発的でも強制的でもなく、表現行為や創作行為に私たちが従事するのは宿命なのだ。その宿命

と自らの生命が一体となった時、私たちは表現行為や創作行為との一体化を果たすだろう。その時、

私たちは自分の人生を全うする道を真に歩き始める。山口県光市：2017/12/29（金）22:26 

No.591: Personal but Universal Crucification 

How possible to forgive someone who is beloved for me? Whereas it is rather effortless to give 

mercy to that person in a superficial way, it is perplexing and invincible to forgive him or her in an 

authentic way. I’m being crucified by a personal but universal issue. Hikari, Yamaguchi, 21:23, 

Wednesday, 1/3/2018 

1947. 夢の居場所 

今朝方、印象的な夢を見ていた。実家に来てから五日目の朝を迎えたが、これまでのところ二日ほ

ど夢を見ている。その中でも、昨日の夢は印象的であった。しかし、今となってはその記憶は断片

的なものになってしまっている。男女を問わず、どこか見知らぬ場所で地元の友人たちと会話を楽

しんでいるような夢だった。 
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私たちの夢がどこからやってくるのかについての議論は時々見かけるが、それでは、私たちの夢は

どこに行くのだろうか？記憶と同様に、夢も脳のどこかに格納され続けているのだろうか。夢そのも

のが記憶と密接に関わったものであるから、そのようなことが言えるかもしれない。だが、仮に夢がど

こかに残り続けているという状態を考えてみると、それは大変興味深いことのように思える。 

あの変幻自在に姿を変え、多種多様な姿を見せる夢が、私たちの内側のどこかに存在し続けてい

るというのは驚くべきことであるように思える。どこかに格納されている過去の夢は、もしかすると私た

ちのたくましい想像力の源泉なのかもしれない。 

この五日間で見た二つの夢は、いったいどこに格納されているのだろうか。おそらく無意識のどこか

であることは間違いないだろうが、広大無辺な無意識のどこにそれらの夢が格納されているかが気

になるのである。そして、「どこに」のみならず、どのように夢が格納されているのだろうか、ということ

へも強い関心がある。二つの夢は隣接した場所に格納されており、相互に影響を与え合っている

のか？二つの夢は全く離れた場所に格納されており、相互の影響は少ないのか？はたまた、二つ

の夢は階層構造をなしており、両者は別の階層に存在しているが、互いに強い影響を与え合って

いるのか？夢同士の構造関係と影響度合いの組み合わせは無数に考えられる。 

昨夜見た夢、そして先日見た夢は、今どこにいるのだろうか？そしてどこかに格納されている夢は、

今どのように時を過ごしているのだろうか？ 

赤紫色の美しい朝日が昇っている。昨日以上に今日の瀬戸内海は穏やかだ。夕方に散歩がてら

砂浜を散歩するのも良いかもしれない。 

遠方から小鳥の声が聞こえてきた。都会の喧騒から離れ、こうした環境で生活をすることにより、黙

想的な自己へと還っていく。 

今日は午前中に、作曲実践と並行する形で二、三冊の書籍を読み、午後からは、欧州に持って帰

る和書の選別を行いたい。山口県光市：2017/12/30（土）07:32 

© YOHEI KATO 2019 !13



No.592: Dual Perplexity 

Our life always embraces inexorable things that we don’t want to confront. The best way is 

sometimes to let time solve it. Of course, it is not guaranteed whether the issue is resolved or 

not. Nevertheless, it is unavoidable for us to wait for the issue to be solved over time.  

Here, we can find dual perplexity; it is inescapable for us to let an inevitable thing be resolved 

with the lapse of time. I have to accept this binary bewilderment. Hikari, Yamaguchi, 21:34, 

Wednesday, 1/3/2018 

1948. 光と存在 

日本の朝日。今この瞬間に、山の陰から真っ赤な朝日が顔を覗かせ始めた。今目に映る朝日は、

どんな名画よりも美しい。それは生きた絵画作品だと言ってもいいだろう。 

光。今、真っ赤に輝く朝日が発している光は、息を呑むような美しさである。いや、その光は私という

存在を浄化し、光に帰らせる。存在は光だったのだ。そのようなことをふと思わせる。絵画の巨匠た

ちが、こぞって光の描き方を探求したこともうなづける。私たちは光だったのだ。 

朝日を浴びながら、私は昨日の夕食時の父の話を再び思い返していた。芸術や人間の生に関す

る話題である。父と私が、同じ地平の形而上学的思想を持っていることは何かの偶然なのだろうか。

それとも、それは親子だから必然だと言えるのか。いずれにせよ、芸術や人間の生について、父と

私は同じ次元の思想を持っていることは疑いようのないことである。 

今日もこれから作曲実践に取り組むが、昨日は、実践を通じて学ぶことの意義を改めて父から学ん

だ。実践を通じて探究を深めていくことは、これまで再三にわたって日記に書き留めているし、下手

をすると毎日そのことに言及している。だが、昨日私を動かしてくれたのは、絵画の制作に関する父

の実際の経験談であった。私は父にあれこれ質問し、父の経験からできるだけ多くのことを得たい

と思った。 

父は私に、「今の洋平の文章宇宙と音楽宇宙には大きな隔たりがあるかもしれないが、10年後、20

年後にはどうなっているかわからない」という言葉をかけてくれた。その言葉は、一つ大きな励みと
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なった。私もすでに、両者の宇宙に大きな隔たりがあるのを知っている。なぜなら、作曲に関しては

数ヶ月前に一から始めたばかりだからである。 

今後、二つの宇宙はどのような変貌を遂げるのだろうか。日々を生きる中での継続的実践。日々が

実践となり、実践が日々となる。私にできるのはそれだけかもしれない。そうした日々を過ごす過程

の中で、徐々に自分の思想が深まり、それが文章や音楽に現れてくれればと思う。文章や音楽とい

うのは、存在の顕れなのだ。 

今でなくていい。いつか、いつか必ず、今目に映るこの朝日を音楽として表現したい。山口県光市：

2017/12/30（土）07:53 

No.593: Music Composition as Creative Problem Solving 

Music composition is creative problem solving. Whenever I compose music, I always face a new 

problem. This is not only because I don’t have sufficient knowledge and skills but also because 

music composition has the nature of intrinsic self-organization. Because of the characteristic, 

even professional composers probably confront an unseen problem whenever they compose new 

music. This implies that music composition inherently contains an aspect of creative problem 

solving. Hikari, Yamaguchi, 07:20, Thursday, 1/4/2018 

1949. 精神病とは異なる感覚の中で 

朝日がすっかりと天空に昇り、今は平穏な瀬戸内海の上に光を照らしている。朝の陽光は心を奪わ

れる美しさを持っており、自分が光と海と一体化してしまいそうな感覚になる。 

光り輝く穏やかな瀬戸内海を眺めていると、先ほど自分を襲った感覚について思い出した。私は、

自分の人生という織物を編んでいるだけではなく、この世界に存在する他者と共に一つの大きな織

物を編んでいることにはたと気づかされたのである。それと似た様な感覚として、私は自らの固有の

物語を紡ぎ出しているのみならず、他者と共に共通の大きな物語を紡ぎ出しているのだ、という感

覚に陥った。それは瀬戸内海のような気づきであり、今目に映っている優しい太陽の光のような気

づきだった。 
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日本を離れて生活をすればするほどに、自分が自分から遠くなっていき、自己の極地に還る感覚

が強まってくる。異国での生活の節目節目に日本に一時帰国する際は、いつも超常的な体験をす

る。日本に一時帰国する前後の自分を観察していると、時にそれが何らかの精神病の一種なので

はないかと思うことがあった。例えば、観察的な自己が強く現れ、自己が自分の心や身体から離れ

るという感覚であったり、心眼や心耳による幻覚や幻聴の把捉などといったことが現れる。 

私は精神療法の専門家ではないため、独りよがりの診断はできないが、そうした症状に類する精神

病について調べてみると、どうも自分はそうした精神病には該当しないように思うのだ。表面的には

両者は瓜二つなのだが、症状を生み出す深層的な根源が異なる、と言ったらいいだろうか。例えば

離人症において見られる現象は、観察的な自己が立ち現れることによる現実遊離だが、私の場合、

現実感覚を喪失しているわけでは決してない。 

感覚として、現実が持つ幾重もの表層を剥ぎ取った後に残る、現実感覚の静かな粒子と一体となっ

ている状態になることがある。ここでは現実感覚を喪失しているわけではなく、現実感覚の根源と自

らが一体となっている感覚なのだ。また、精神病の類は、心理的な不安やストレスなどによって引き

起こされることがしばしばである。自分自身を観察してみると、心理的な不安やストレスを感じること

はほとんどない。世俗的な意味での不安やストレスを感じられるところには、もはや自分はいないの

である。 

強いてあげるとするならば、目には見えない実存的な課題や超越的な課題には絶えずさらされて

いるように思う。しかし、それらが何かしらの不安やストレスを自分にもたらしているとは到底考えら

れないのである。このように考えてみると、症状としても深層的には精神病の類のものとは異なり、そ

の原因についても異なることがわかる。 

自己が自己を超えていき、自己に還ってくる感覚。さらには、自己に還ってくる感覚を超え、全ての

ものと一つになる感覚。今自室に鳴り響く音は私であり、瀬戸内海も太陽も私に他ならないというこ

の感覚が、自己即世界というあり方を静かに映し出している。山口県光市：2017/12/30（土）10:12 

No.594: Winter Wind 

Wind with full of vital force blows even in winter.  
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It is a vivacious breeze that makes our heart dance.  

Wind blows where it should be; like we are where we are in this world at this moment. Hikari, 

Yamaguchi, 10:52, Thursday, 1/4/2018 

1950. 如性 

今日は本当に暖かい一日だ。昼食を済ませた後、私はしばらくの間、堀辰雄氏の『風立ちぬ』という

小説を読んでいた。作品世界に深く沈み込んで行った後、読書の手を止め、少しばかり仮眠を取っ

た。いつもと同じように20分だけ仮眠を取り、起床してからは海岸に散歩に出かけた。 

今日はまさに散歩日和と形容していいかのような日である。最高気温が10度を越していた。この季

節においてオランダで10度を越すようなことはなく、最後に10度を超えたのは九月ごろではないか

と思うぐらいである。この季節のオランダでは一日中寒いため、日本においては午後二時の時間帯

が一番気温が高くなることをすっかり忘れていた。 

散歩に出かけたのは、まさに気温が一番高くなる時間帯であり、どこか私はこの世とは思えない別

世界の中を歩いているかのような感覚があった。太陽の光というのはこれほどまでに優しく暖かいも

のだったのだ。 

波の音、そして遠くから聞こえて来るトンビの高らかな鳴き声が、私の耳を癒していく。 

砂浜に出て、波打ち際まで近寄ってみると、二羽の小鳥が、波が迫ってきそうな砂浜を立ち止まっ

ては駆けていた。私はしばらく二羽の小鳥の動きをじっと観察していた。 

「彼らは一体どうやって、不規則に勢いを変える波を感じ取っているのだろうか？」という疑問が湧

いてきた。二羽の小鳥は波が覆いかぶさってきそうなギリギリの場所を動いているにもかかわらず、

波に飲まれることなく見事に波打ち際を闊歩している。その光景が非常に不思議であった。 

しばらく二羽の小鳥を観察した後、私は少しばかり砂浜を走った。日本に一時帰国して以降、外出

の際はできるだけ歩くようにしていたが、数日前に原因不明の体調不良に陥ってからは自宅でゆっ
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くりとしていた。そういう事情もあり、久しぶりに散歩をするに際して、時折ジョギングも交えて身体を

整えたいと思った。私は晴れ渡った空を仰ぎ見ながら、ゆっくりと砂浜を走っていた。すると、上空を

優雅に舞う何羽かの鳥を発見した。その瞬間、自然の前において人間は全て平等だということを悟っ

た。いや、本来全ての人間は、人間であるという共通項のみを括りとして全て平等なのだ。そうであ

るにもかかわらず、私たちは認識という名の檻の中で自己と他者を区別しようとする。 

大空に舞う鳥たちがお互いに区別をしているようには見えない。彼らはあるがままの自己を持って

空を舞っているのである。その気づきは私にとって、静かに晴れ渡る冬の晴天の空のようであった。

そして私は、実際にそうした空を今この目で見ている。 

晴れ渡る空のような気づきと空そのものが、私をどこか遠い認識世界に連れていく。 

大空を舞う鳥と人間との違いから、人間の本性が浮き彫りになったような気がした。実際には、大空

を舞う鳥と人間には認知的な差異があるが、その差異を超えたところに共通なものがある。それは

生きとし生けるものが持つ「如性」だということに気づいた。鳥は如として一瞬一瞬を生きている。 

それでは、私たち人間はどうだろうか？私たちのほとんどは如として生きていない。 

人間が持つ認識は究極的には光をもたらすと私は信じている。しかし、多くの人にとって、認識は

啓蒙の光をもたらすものではなく、世界を見る目を曇らせ、多くの場合はそれを歪ませている。 

私たち人間も、本来は鳥のように如なのだ。自らの如性、そして他者の如性に気づくだろうか。 

自他の如性に気づくとき、この世界はきっと違って見え始めるだろう。それこそが本来のあるがまま

の世界なのだ。山口県光市：2017/12/30（土）15:22 

No.595: Trinity of Our Life 

Are we living, dancing with mediation? Or, are we living, meditating with dance? Dancing, 

meditating, and living could be a trinity. That is the essence of our life, isn’t it? Hikari, 

Yamaguchi, 13:06, Thursday, 1/4/2018 
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1951. 如的自己 

今日は六時半過ぎに起床し、ゆっくりと一日の活動を開始させた。いよいよ今日は今年で最後の日

となる。 

2017年最後の日の朝は、少しばかり曇っている。天気予報によると、午後三時ぐらいから晴れ間が

顔を覗かせるようだ。天気が良くなれば、今日もまた砂浜に散歩に出かけたい。午後からの散歩に

ついて思いを馳せていると、昨日の散歩の情景が再度思い出された。 

昨日、私は砂浜を散歩しながら、しきりと空を見上げていた。晴れ渡る大空に吸い込まれていく自

分を確認し、大空と一体になっているかのような感覚。絵画作品との一体化と同じように、そこには

もはや認識主体は溶解していた。大空を見上げてしばらくすると、私はふと、実家に帰ってくるたび

ごとに、この大空を眺めていることに気づいた。 

あの夏もこの空を眺めていたし、あの冬もそうだった。そこには変わらぬ景色があり、それでいて年

を重ねるごとに変貌を遂げていく自分がいる。 

変わるものと変わらないもの。これは自分の中の一つの永遠のテーマだと言えるかもしれない。 

この大空を眺めていた昨年の自分と今日の自分との間に生まれた差異について考える。それは変

貌の証であり、変わらぬ空の見え方を変えてくれるものでもある。 

昨年から今日にかけて、日々従事している活動の内容もその深さも随分と変容を遂げたように思え

る。それが人間の発達というものなのだろう。 

昨年の冬も、私はこの大空を見るために砂浜を散歩していた。その時にこの空に行った意味付けと、

昨日自分が行った意味付けは確かに異なるものだった。同じ対象から異なる意味を汲み取ることが

できるという奇跡。私は、発達という奇跡についてしばらくぼんやりと思いを巡らせていた。 

大空を眺めていると、発達を遂げていく自己に加え、変わることのない自己についても考えが及ん

だ。自分の内側には、変容を遂げていく自分と不変な自分がいることがわかる。不変な自分とは、

© YOHEI KATO 2019 !19



自分自身の芯のようなものであり、裸体としての自己だと言っていいかもしれない。まさにそうした自

己こそが、如的な自分なのである。山口県光市： 2017/12/31（日）08:43 

1952. 誰かのためではなく誰のためでもない形で 

小さなお題を自らに課し、それを曲で表現するということを行っていきたい。穏やかな瀬戸内海を眺

めていると、そのようなことを自然と思う。 

葛飾北斎が波を主題として、波を何度も描き続けたように、同一主題を繰り返し曲として表現してい

く。その実践の継続により、自らの思想の変遷と技術の高度化の過程を眺めたい。 

文章の巧拙や作曲の巧拙など関係はなく、大事なことは技術的な事柄に還元することはできない。

その人が一人の人間として何を考え、何を思い、どのように生きているかが尊いのであって、それを

形にしていくことが何よりも大事なのだ。 

人はよく、諸々の理由から表現をためらう。その一つには、自分の技術が稚拙だからというものが挙

げられる。そのような理由で表現することを諦めてしまうことは実にもったいない。 

一人の表現者として自分にできることは何かを考える。考えれば考えるほどに、できることなどほと

んどないことがわかる。私にできることは実にシンプルなのだ。一人の人間として日々を懸命に生き

ることを通じて、それを文章と曲の形で日記のように残していくことだけなのだ。 

おそらく本当に、自分にできることはそれしかない。それは一体誰のためになされる行為なのだろう

か？正直なところ、これは自分のためでも、人のためでもない。「誰かのために」ということを超越し

て初めて、それは人類のためになる。 

偉大な芸術家に対して、その作品は誰のためのものかと尋ねる時、おそらく彼らは「誰のためでもな

い」と答えるのではないだろうか。誰のためでもない作品は、万民のためとなる。 

極めて私的な日記というものが、万民のためのものに変貌を遂げていく道を模索していく。 
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誰かのためではなく、誰のためでもない形で、私は今後一生涯、文章と曲を書き続けたい。山口県

光市：2017/12/31（日）09:21 

1953. 生きた美術館 

今朝は曇りがちな空であったが、天気予報通りに午後からは晴れ間が顔を覗かせた。昨日は穏や

かな微風が瀬戸内海を撫でるように吹いていたが、今日は少しばかり風が強い。それでも夕方前は

散歩に適した天気であったため、迷うことなく私は砂浜に足を運んだ。昨日と同様に、最初は軽く

海岸線をジョギングし、体が温まってきたらゆっくりと歩くようにしていた。 

打ち寄せる波のたくましさは見事であり、昨日と全く表情の違う瀬戸内海を眺めることは飽きない。

この辺りでは極めて珍しいが、外国人の若いカップルが波打ち際をゆっくりと歩き、時折貝殻を拾っ

ていた。 

そして私は、遥か彼方の海上に大型タンクを見つけた。海岸から見てもその姿がはっきりとわかる

ほどの大きさであり、ここからの距離を考えると、そのタンクの大きさはかなりのものだと思う。「あのタ

ンクの大きさをここからどのように概算できるか？」という問いを立て、砂浜に腰をかがめて、その辺

りに落ちていた貝殻を拾って、砂浜上でタンクの長さを計算していた。しばらく計算に興じた後、私

は再び海岸を歩き始めた。 

今日の空は雲が混じっているのだが、曇り空が顕現している美に気づいてしまい、私はその場で立

ち止まらざるをえなかった。瀬戸内海を覆う灰色の雲の彼方から幾筋もの光が差し込んでいたので

ある。それは曇り空に後光が差しているかのようであり、光のカーテンと形容していいものだった。私

の視線はずっと、その光のカーテンに包まれていた。我を忘れて光のカーテンの中に自己を委ね

た後に、私はふと我に返った。 

その美的経験は、生きた美術館が生み出す極めて尊い経験だった。美術館に閉じ込められた作

品ではなく、自然そのものが美術館となる。生きた美術館の中に自分はいるのだという強い実感が

私の内側で起こった。そこからさらに私は、自己を取り巻く自然のみならず、究極的にはこの世界が

美術館たり得るのではないかという気づきに至った。もちろん、残念ながらこの現代社会において、

全ての場所が美術館たり得るかというとそうではないだろう。悲惨な醜を晒す場所がこの世界には
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ある。だが、そうした場所は自然から生み出されたのではなく、私たち人間が生み出したものである

ということを忘れてはならない。 

この世界はもともと美で包まれた場所であったはずである。少なくとも自然はそうだ。自然は生きた

美術館であり、この世界は元々は生きた美術館だったのだ。 

私たちはもう一度、この世界に美を取り戻す必要があるのではないだろうか。光のカーテンは、その

実現に向けて私を内側から突き動かす。山口県光市：2017/12/31（日）15:33 

1954. 今年最後の夜に 

2017年最後の日の晩餐を終えた。今、自室に戻り、今年最後の日記を書いている。 

数年前に、両親の結婚30年を祝って贈ったワインを二人はまだ飲んでいないとのことだったので、

晩餐時に私も飲ませてもらった。それは、1983年に製造された“Pernand Vergelesses”のヴィンテー

ジもののワインである。普段は一切アルコールを飲まないため、実家に戻ってきた年末年始は少し

ばかり特別な日だと言える。昨日は二時間半、今日は二時間ほどの時間をかけて夕食を楽しん

だ。　 

2017年最後の日を振り返ってみると、今日もいつもと変わらず、読むことと書くことの中で時間が過

ぎていった。午後に海岸を散歩している最中、一日が本当にあっという間に過ぎていくことに思いを

巡らせていた。振り返ってみると今日は、今道友信先生の『美について』、辻邦生先生の『西行花

伝』、そしてチャイコフスキーの“Guide to the practical study of harmony (2005)”を読んでいた。とり

わけ、今道先生の書籍には大変感銘を受けた。 

二年前に一読をしていたのだが、今の私が「美」そして「美学」に強い関心を持っているため、今年

最後の日にして、本書は今年で最も重要な書籍だったと言っても過言ではないかもしれない。それ

ぐらいに下線を引く箇所や書き込みをする箇所が多かった。本書を通じて、何度も立ち止まって考

える場面があり、今後の探究の指針を与えてもらったように思う。 
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本書を読みながら、私はこれまで何度も美の力に救われてきたことをふと思い出す。本書の中にも

美の価値について論じられているが、私は美に救われてきた自分の経験があるからこそ、美を探求

し、美を実践する生き方をしたいと強く思う。 

2018年は、探究の重心を美に関するものに移していきたいという思いが沸々と湧き上がっている。

美を創出し続け、美を探究し続ける生き方の実現に向けて動き出そうとする自分がいることに気づ

く。 

2018年は具体的にどのような年になるのかわからない。しかし、2017年と同様に、いやそれ以上に

来年は大きな変容の年になりそうなのだ。そして、来年の一年は、日常に遍満する永遠の美に絶え

ず包まれた年になることを、もう私は知ってしまっている。今年は美で終わり、明日から迎える来年

は美で始まる。 

日々は単なる日々ではなく、日々は美だったのだ。山口県光市：2017/12/31（日）21:41 

1955. 新年のテーマ 

新しい年を迎えた。今日からいよいよ2018年が始まる。 

昨年は自分の中でも変容の年だと位置付けていたが、今年はさらに大きな変容の年を迎えることに

なるだろう。自己のあり方と生き方に関して、不変的なものを携えながらも、自分の内側は大きな変

貌を遂げていくように思える。それに応じて、あるいはそれを促すべくして、今年は環境の変化が待っ

ているだろう。具体的には、今年の秋からは再び米国に活動拠点を移すかもしれない。 

欧州での生活を一旦ここで締めくくり、再び新しい環境で活動を開始させる。新天地での活動は、

私の内面世界をより広く、より深く開いていくだろう。 

今日は五時過ぎに起床し、朝風呂に入ってから一日の活動を開始させた。新たな年を迎えようが

何であろうが、自分が毎日なすべきことは変わらず、それをこれまでと変わりなく淡々と着実に進め

ていく。今年から、探究の焦点を人間発達と芸術に当て、とりわけ音楽を通じた人間発達について

探究を進めていきたい。当然ながら、フローニンゲン大学で学んできた複雑性科学の手法を用い
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ながら、人間発達と芸術というテーマに迫っていきたいと思っている。しかし、科学的な手法のみな

らず、今の私は哲学的なアプローチ、とりわけ美学の観点からそのテーマを探究していきたい。今

年は、積極的に美学に関する書籍や論文を読んでいくことになるだろう。 

今道友信先生の『美について』という秀逸な書籍は、私を美学の道へ招き入れてくれた。これまでも

おぼろげながら美学への関心を示していたのであるが、その関心が発酵を迎えていなかった。昨

日、二年振りに本書を再読することによって、美学探究への関心の炎が完全に灯ったように思う。

本書は実家に置いたままにするのではなく、欧州に持って帰ろうと思う。 

本書から得られた示唆を風化させないために、まずは本書で下線を引いたところや書き込みをした

箇所を読み返し、自分の考えを短くてもいいので文章の形にしておきたい。それは今後の思考の

種となるため、短い文章を書くと書かないのとでは大きな違いが生まれるだろう。 

今年の探究主題は美学と作曲である。美学に関する哲学的な探究と作曲の実践を相互互恵的に

行っていく。美学の探究が作曲実践の質を深め、作曲実践が美学の探究の質を深めるようになっ

てくれればと思う。そうした関係性が生まれるための小さなきっかけを作っていくのが今年のテーマ

である。 

日常生活と切り離す形でそうした探究や実践を行うのではなく、首尾一貫してそれらを日常生活の

中で行っていく。なぜなら、美も音楽も日常に根ざしたものであり、美的経験も音楽経験も本来的に

は日常の随所に存在しているからだ。そして、美的経験と音楽経験は、私たちが自分自身とこの世

界を含んで超えていくことを促す力を持っている。山口県光市：2018/1/1（月）06:24 

1956. 観念と美的経験 

美学に関する専門的な知識があるわけでも、専門的な知的鍛錬を積んできたわけではないが、こ

のところ美についてよく考えている。とりわけ、美の価値、美的経験の発達、美の永遠性などが主題

として立ち現れている。 

今道先生の書籍を読みながら、美的経験というものを単に感覚的に捉えるだけでは道半ばである

ことを再認識させられた。確かに、美的経験というものは感覚を通じて湧き上がってくるものなのだ
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が、それを感覚のなすままにしておいてはならない。美的経験を感覚を通じて把捉するのと同時に、

観念的に美的経験を捉え直すことが必要になる。その過程を経て初めて、観念を超えて、再び感

覚的、あるいは直感的な美的把握が可能になるのだと思う。まさにこれは美的経験の発達過程に

他ならず、感覚だけを頼りにする人は、観念的把握を通じて初めて到達される直感的な美的把握

と自分の感覚的な把握方法とを混同してしまいがちである。これは発達論的には、「前超の虚偽」と

呼ばれる現象だ。 

また、観念だけを頼りに美的経験を把握しようとする人は、自らが感覚的に美的経験を把握してい

た以前の段階のことを忘れ、前の段階を蔑ろにするという過ちを犯しやすい。さらには、その後に待っ

ている段階が再び直感的な美的把握を可能にするものであることを考えると、観念だけに依存して

美的経験を把握しようとすることには問題がある。 

ここで一つ、どうして観念的把握から再び感覚的な把握へ移っていくのかを考えていた。もちろん

様々な理由が考えられ、例えば、そもそも美的経験というものは言語超越的なものだからだ、という

ものが挙げられるかもしれない。それは確かにそうなのだが、そもそもなぜ観念的把握を経て次の

美的把握方法に移行していくのかを考えていたのである。ここにはおそらく、観念と美の関係性が

あるのではないかと思う。 

観念の持つ力。観念は物質的なものを超え、私たちに想起という特殊な行為を可能にさせる。観念

による想起は、形のないものを捉えることを可能にし、捉えられた対象は観念の世界で永遠性を獲

得しうる。つまり、観念化を究極的に進めていくと、観念が内在的に持つ力、すなわち対象を永遠

なるものに変える力が顕現するのである。 

ここに観念と美の接点があるように思える。美的経験の奥底には、それを美だと言わしめる人類に

普遍的な経験の層が存在しており、それは永遠への道と言っていいかもしれない。 

観念はまさに、永遠への道を真に永遠なものへと変容させていく力を持っているのだ。 

窓の外を眺めると、山際が薄オレンジ色に照らされ始めた。もう間も無く初日の出が現れる。それは

美の現れであり、この世の至る所に遍満する美の化身の一つである。山口県光市：2018/1/1（月）

07:05 
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1957. 転調という音のパレット 

新年を迎えた本日も、読書と作曲実践に多くの時間を充てていた。それらの探究活動の合間を縫っ

て、今日も夕方前に海岸沿いを散歩と合わせてジョギングしていた。軽い運動を通じて身体を調整

することがいかに大事かを再認識する。不思議なもので、散歩やジョギングなどの運動のたびにそ

の大切さを実感するのだが、その実感が少しずつ強化され、それが一つの習慣を形作っていること

がわかる。 

今年の秋から再び生活拠点を変えるかもしれないが、軽い運動は今後も私の習慣であり続けるだ

ろう。そして今日、瀬戸内海の自然の恩恵を受けながら運動をしていたように、今後も自然と常に接

することができるような場所で生活を営みたい。 

砂浜をしばらく走り、ゆっくりとした歩行運動に移った時に、作曲の着想を得た。この数週間は、あ

えて自分の曲を作ることをせず、メロディーやハーモニーの創出、そして対位法の基礎を学ぶこと

に焦点を当てていた。この数週間の学習を身体知として定着させるために、明日から自分の曲を作っ

ていこうと思う。その際に、まずは瀬戸内海をモチーフとしてみたい。瀬戸内海の様々な表情を曲と

して表現したい。 

画家にとっての「色」は、作曲家にとっての「調」だということを昨日知った。様々な調を活用し、転調

という音のパレットを活用しながら、瀬戸内海が見せる多様な表情を描き分けることができれば理想

的である。 

この数週間で学んだことに加え、その他にも幾つか試してみたいことがある。例えば、トリルやグリッ

サンドという演奏記号を試してみたい。トリルやグリッサンドを活用して波の動きを表現し、転調によっ

て海の表情そのものを描き分けていく。そのようなことがいつか自由自在にできるようになったらど

れほど楽しいだろうか。 

演奏記号に関して、以前から気になっていたことがある。基本的に多くの演奏記号はイタリア語で

表記され、それはおそらくクラシック音楽のしきたりか何かなのだろう。こうした過去のしきたりを尊重

し、それを遵守していくことはもちろん大切なのだが、誰のための音楽かということを考えた場合、そ

れらの表記は現代の普遍語である英語にした方がいいのではないかという思いが湧いてくる。また、
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既存のイタリア語の演奏記号にはないようなニュアンスを表現したい場合、英語を含め、何か他の

言語で表記を補足していくことが必要になるだろう。そのようなことを考えていると、今後は英語で演

奏記号の表記を行ってみるというのも一つの手だと思った。もちろん、すでに共通言語となっている

イタリア語の演奏記号に関してはそれを採用し、それら以外のものに関しては英語で補完していく

ということを意識したい。山口県光市：2018/1/1（月）17:33 

【追記】 

上記の日記で言及されている事柄のうち、演奏記号に関しては、まさに当時の自分が指摘している

ように、今日からでも英語で表記した方がいいかもしれないと改めて思った。クラシック音楽の伝統

に則ることは大切だが、イタリア語やフランス語などを用いるよりも、この現代社会において普遍語と

なっている英語で諸々の記載を行った方が親切であり、時代に合致しているように思えてくる。早

速今日から英語表記に変えようと思う。フローニンゲン：2019/1/10（木）07:49 

1958. 霊的進化と神々の業 

新年を迎えての初日も終わりに近づきつつある。夕食前にまた一つ日記を書き留めておきたい。夕

方前の散歩の際に、音楽と意識との関係について考えていた。音楽は意識内で生起する現象であ

るから、意識の特性について深く理解することが重要だという気づきを得た。その気づきを起点にし、

それではどのような音楽が認識の牢獄から私たちを解放してくれるのだろうか？また、どのようにす

ればそのような音楽が作れるのか？という問いがやってきた。 

人間の意識の特性を深く理解すればするほどに、音楽が意識に及ぼす作用に関する理解もまた

深まっていくだろう。米国の大学院に留学中は、まさに人間の意識の特性について探究を進めて

いたが、今日改めて、音楽の観点から意識の特性を考察していきたいと思うようになった。 

今の自分には、これまで開いたことのなかった音楽的感性の引き出しが存在しており、それは他者

においてもそうだろう。そうした感性を開き、さらなる成熟に寄与するような音楽をいつか作ることが

できれば幸いだ。 
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音楽の歴史を紐解いてみると、音楽は人間を霊的に進化させるために生まれたものなのではない

かと思うことがある。実際に各種伝統宗教では音楽が活用されていることからも、音楽が人類の霊

的発達に寄与していたことは疑いがないのではないかと思う。しかし、この現代社会において、現

代に生きる私たちを霊的に進化させてくれるような音楽というのは、伝統的なもの以外の要素が求

められているように思えて仕方ない。 

当然ながら、霊的作用をもたらす普遍的な音楽も存在しているだろうが、音楽も時代に根ざされた

ものであるならば、現代社会に固有の課題と向き合い、それを乗り越えるために生み出される音楽

があっていいように思える。もしかしたら、すでにそうした音楽も存在しているのかもしれない。この

あたりについてもさらなる調査を進めていく必要がありそうだ。 

もう一つ本日得られた興味深い発見として、音楽の語源は「神々の業（わざ）」だということを知った。

神々の戯れとして発せられる音を媒介・伝達するような役割を担うことの大切さ。 

今この瞬間に、凛とした瀬戸内海から聞こえる音も、きっと神々の戯れとして鳴り響いているに違い

ない。静かな波の音がこの世界に静かにこだましている。山口県光市：2018/1/1（月）18:21 

No.596: Resignation 

I left my hometown toward Narita. I don’t have a specific feeling but have resignation. It can be 

expressed as music with no keys. Chopin expressed his various feelings as music, and I’m curious 

about how he would have composed music to represent my present feeling if he had been me. 

Hikari, Yamaguchi, 11:08, Friday, 1/5/2018 

1959. 抱負から始まる豊富な日々 

新年を迎えての二日目が始まった。気がつけば、日本に滞在する期間もあと少しとなっている。日々

が瀬戸内海の波のように静かに淡々と過ぎ去っていく。「淡々」という言葉に否定的な意味はない。

日々が瀬戸内海の海水のように透明でいて、内在的な深さを持って進行しているという意味であ

る。　 
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今朝も相変わらず、少しばかり立ち止まって、今日一日をどのように過ごすかについて考えていた。

そして、それを文章の形に残しておく。日々このようなことをしているが、ふと気づけば、それは毎朝

新年の誓いをしているようにも思える。その年一年の抱負を述べるのではなく、その日一日をいか

に過ごすかについて、私は毎朝無意識的に考えているようなのだ。そうした考えが生まれる出発点

は、無意識の世界に存在しており、もはやそれは習慣だと言えるだろう。 

日々を新たに生きようとすること。そうすれば、実は日々に古さも新しさもないことに気づき、そこに

あるのは「一人の人間の日々」というありのままの一日であることに気付くだろう。 

今日は午前中に、複雑性科学に関する哲学と心理学におけるダイナミックシステム理論の専門書

に目を通す。こちらの二冊は和書であり、二年前に一読をして実家に置いておいたものである。今

回もそれらを欧州に持って帰る予定はないため、どのような内容が書かれていたのかを思い出しな

がら再読を行いたい。それら二冊の書籍を読み終えたら、福永武彦氏の一連の全集のうち、どれを

欧州に持って帰るかを吟味する。 

普段私は一切小説を読まないのだが、福永氏の小説には大きな魅力を感じている。それはもはや、

「魅力」と形容していいものかわからないぐらいである。端的に述べると私は、福永氏が作品に込め

た思想に多大な共感の念を持っているのだと思う。福永氏の思想の鍵を握るのは、「孤独」「愛」「死」

「芸術」である。それら四つの観念は、もはや観念を超えて実存的な意味合いを帯びる形で私の日々

の生活に入り込んでいる。 

福永氏の全集のうち、10冊ほどを以前に購入し、それが今実家に置いてある。今日はこれから、ど

の全集を欧州に持って帰るのかをまず吟味したい。それが終われば、今月末から本格的に開始す

る新たな研究の計画書を、研究アドバイザーのミヒャエル・ツショル教授に送る。新年早々から自分

の研究に付き合ってくれるツショル教授には感謝をしなければならないだろう。山口県光市：2018/

1/2（火）07:21 

No.597: Unpredictable Our Life 

We never know when something ends in our life. The moment could be now or could be in future. 

Even if it is close to the present moment, we never know the exact moment.  

© YOHEI KATO 2019 !29



We cannot foresee the unpredictability. Our life is saturated with such unpredictability. In other 

words, our life is intrinsically unforeseeable. Shinagawa, Tokyo, 15:26, Friday, 1/5/2018 

1960. 元旦に購入した書籍について 

元旦に引き続き、今日も朝日が美しい。その輝きは、どこなく日本的なものを香らせている。いつか

この輝きを曲にしたい。そんな思いを喚起してくれる朝日である。 

おそらく、この朝日のだいだい色の輝きを言葉で表現するよりも、様々な音色で奏でていく方がより

正確な表現が可能なのではないかと思う。特に、フォーレ、ドビュッシー、ラヴェルなどの、フランス

の作曲家の技法を参考にすれば、この朝日の輝きの感動と質的差異を曲として表現できるのでは

ないかという期待がある。 

昨日は七冊ほど作曲関連の書籍をイギリスのアマゾンに注文した。それら全ては私の今後の作曲

活動に不可欠なものとなるだろうが、とりわけフーガの技法に関する書籍は重要になるだろう。私は

まだ、複数の旋律を組み合わせていく技術を何一つして持っていない。もちろん、対位法やハーモ

ニーについては先日から少しずつ学習を始めているため、フーガの技法につながる発想をすでに

学んでいるかもしれないが、本格的にフーガについて学んだことはない。 

今この瞬間に、幾つかの意味段落を持つ文章が複数走っているように、作曲においても同様のこと

ができるようになりたいと思う。複数の音を美しく奏でるハーモニーの技術に関して、チャイコフスキー

の書籍の中で取り上げられている具体例に昨日も感動をした。「ハーモニーの技術を高度に習得

すれば、このような美しい音楽を創出することができるのだ」という静かでありながらも私の心を大い

に動かす感動だった。 

購入した書籍の中では、とりわけドビュッシーが執筆した音楽に関する美学の書籍が楽しみである。

当初は、哲学者が執筆した美学の専門書を購入しようと思っていたのだが、作曲家自身が展開す

る美学思想の方が今の私には魅力的に映った。当然ながら、いつか私は哲学の領域として美学を

探究したいと思うが、今は作曲という実践を通じて美学を探究したいと思う。哲学者が音楽に関する

美学を扱う観点やアプローチと、作曲がそれを扱う観点やアプローチは異なると思うのだ。今はとに
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かく、本来は哲学の一領域である美学を、あえて哲学の領域から探究していくのではなく、偉大な

作曲家の思想をもとに、自らの作曲実践を通じて探究を深めていく。 

七冊の書籍を購入した後、エバーノートに保存されている書籍の購入リストを再度眺めた。すると一

冊ほど、未購入の興味深い書籍を見つけた。それは、ハーバード大学教育大学院のハワード・ガー

ドナー教授の“The Arts and Human Development: A Psychological Study of the Artistic Process 

(1973)”という書籍である。本書は、芸術と人間発達をテーマにしており、まさに今の私の関心と完

全に合致している。本書の目次を再度確認した上で、私は迷わず本書も注文した。 

私の関心は、芸術を通じた人間発達へとますます向かっていく。その前に購入した七冊の書籍の

中、一冊はベートーヴェンの霊的発達を扱ったものであるから、やはり私は人間発達に対する多大

な関心を今でも持ち続けているようなのだ。 

今年からは、人間発達と芸術の領域を架橋するような試みに乗り出していく。なぜだか今の心境は、

燦然と輝く新春の朝日のように光り輝いている。山口県光市：2018/1/2（火）07:53 

No.598: The State of My Consciousness 

I arrived at Shinagawa station. I’m on a train bound for Narita Airport. The current state of my 

consciousness is meditative. Whatever I do in any moment, I’m in the meditative state as if I 

were meditating.  

Living in this reality is inherently meditating; or meditating is intrinsically living in this reality.  

Probably because this train is for Narita Airport, there are many foreign passengers speaking 

various languages. Interestingly enough, once I listen to English, that sounds euphonious for me 

as if it is like a lullaby. Shinagawa, Tokyo, 15:32, Friday, 1/5/2018 
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